
 
 

武雄警察署協議会開催結果の概要 
 

 令和６年８月22日

会　　議 　令和６年　　第１回　　武雄警察署協議会

開催日時   令和６年７月22日（月）　14：52　～　16：55　　　

開催場所 　武雄警察署　会議室

   協　議　会：草場会長、富永副会長、淵委員、田中委員     
            　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４人）

 出 席 者   警　察　署：大串署長、百武副署長、西山警務課長、杉原会
 　　　　　　　計課長、光野生活安全課長、古川刑事課長、村

 　　　　　　　山地域課長、馬場警備課長、警務係長         
              　　　　　　　　　　　　　　　　　　（９人）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計 13人

議　　　事　　　概　　　要

１　開会 
 
２　会長挨拶 
　　今年度、本協議会は、改選期を迎えて、４人の委員が新たに任命された。 
　　この機会に改めて本協議会の役割を見つめ、一人ひとりが委員としてでき

ることをしっかり果たしていきたいと考えている。 
　　本日、テロ対策訓練を視察させてもらったが、SAGA2024国民スポーツ大会

・全国障害者スポーツ大会を控え、武雄警察署においても、事件・事故に対
する万全の対応を図られていると承知した。 

　　併せて、災害の発生が危ぶまれる時期となっているため、武雄警察署の皆
様には、市民生活を守ってもらうため、引き続き万全の備えをお願いする。 

　　本協議会にあっても、武雄警察署と手を取り合い市民が安心して生活でき
る、安全で平穏な社会を築くための一助となるよう委員の皆様方の忌憚のな
い御意見を賜りたいと考えているので、よろしくお願いしたい。 

 
３　署長挨拶 
    本年上半期の治安情勢を昨年と比較して見ると、全国的に特殊詐欺(架空

料金請求詐欺)事件が発生件数・被害額ともに増加している状況にある。 
　　ＳＮＳや各種媒体を活用して被害防止広報に努めているが、被害を食い止

めるのが難しい状況であり、県内の交通死亡事故の死者数は10人(昨年比＋７人)
と大幅に増加している状況にある。 

　　当署管内の犯罪の認知件数や人身交通事故の発生については、６月末現在
で昨年とほぼ同数で推移している。 

　　また、特殊詐欺事件の発生は増加傾向にあるものの、幸い、人の生命や身
体の安全にかかわるような重大な事件・事故の発生はない。　 

　　10月には、SAGA2024国スポ・全障スポ大会が県内で開催されるが、事件・
事故の防止はもちろん、テロ等の発生を防ぎ、全ての競技が安全に進行され
るよう警戒を実施することとしている。 

　　また、災害の脅威も年々厳しさを増しており、常に最大級の準備をしてお
　かなければならず、当署として何ができるのか、何をしなければならないの
　かを考えて、市民の皆様の安全・安心を守るため、署員共々力を尽くしてい
　く所存である。 
　　本協議会は、地域住民を代表する委員の皆様の「声」を直接伺える貴重な

機会である。当署の業務のあり方などについて、忌憚のない御意見や御要望
をお聞かせいただきと考えているので、よろしくお願いする。 

 
４　協議 



 　⑴　業務概況の説明
     ア　警務課長：警察署の体制、警察相談、福利厚生、広報（職業体験）

　　イ　生安課長：特別法犯検挙状況、ニセ電話詐欺等の被害の現状、犯罪抑
 　　　　　　　　　止活動

 　　ウ　刑事課長：刑法犯の認知・検挙状況、罪種別の主な検挙事例
 　　エ　地域課長：街頭活動中におけるサングラスの着用について　

 　　オ　警備課長：災害対策の推進、テロ対策の推進
 　　カ　交通課関係（交通課長欠席のため署長が説明を実施）

　　　　　　　　：人身交通事故発生状況、交通取締り状況、交通事故抑止対
 　　　　　　　　　策

     
 　⑵　質疑応答・要望等　　

      委員：６月に発生した武雄市内の軽自動車とバイクの事故であるが、発
生した小さな交差点は、見通しが極めて悪い交差点として有名であ
る。以前からカーブミラーの設置などが要望されていたと思うがど

 うか。
　　  警察：要望があっていることは承知している。市も対策に乗り出してい

るが、設置する場所が私有地であること、ミラーが民家の窓に掛か
るなどの問題がある。警察としては、現在本部と検討中であるが、
全ての方向を一時停止にすることができないかなど、事故抑止に向

 けた取組を推進中である。
      委員：白岩球場入口交差点については、東西のバイパスの通りには、右

折進行の信号表示がなく、無理矢理右折で入ってくるような車があ
る。特に朝方には、横断歩道を渡る小学生や中学生が多く渋滞とな
っている。右折進行の信号表示を付けることはできないか。 

　　　警察：これについても、要望があっていることは承知している。交通課
において、要望に応じて調査を実施するが、一部だけを見て規制を
実施すると、それが交通管制システムに影響して、別の渋滞を引き
起こしたりする場合もある。要望を精査し、佐賀県全体のスムーズ
な交通流を保つよう検討している。 

　　　委員：橘町と朝日町にまたがる、二俣交差点についても、バイパス側の
右折進行の信号表示の検討をお願いしたい。 

 　　　警察：要望は承知した。
　　　委員：テロ対策推進、危険物のネット販売について、ネットでの販売規

制については、どのような対策が取られているか。また、爆発物の
制作方法などの有害情報についてのネット掲載についてはどのよう
な対策を取っているか。 

　　　警察：ネットでの危険物販売については、警察側から業者に対して、身
分確認の徹底や警告文の表示を行うように依頼している。また、ネ
ットの有害情報については、サイバーパトロールを実施し、削除要
請を行うなどしているが、全ての削除するのは困難な部分がある。 

　　　委員：災害発生時に、警察署はどのような体制を取るのか。 
　　　警察：災害の規模に応じて、署員を招集することとしている。 
　　　　　　例えば、令和３年の豪雨の際には、全署員を招集して、人命救助

や交通整理などの災害警備を実施したと聞いている。現体制では、
全署員招集は実施していない。 

　　　　　　また、令和３年豪雨の際には、消防団が持つ各世帯の情報が救助
活動に有効であったと聞いている。 

　　　委員：消防団も災害に向けて訓練を実施している。有効な情報について
は、警察と共有していきたい。　　　　 

　　　委員：武雄警察署の留置施設が使用されなくなったのは、老朽化による
 ものか。　　　

 　　　警察：主たる理由はそのとおりである。
　　　委員：それでは、武雄警察署に新たに留置施設が新設されるとすれば、

 武雄警察署が新設される時ということでよろしいか。
　　　警察：今後、検討されるものである。 
　　　委員：武雄警察署は耐震工事は行われているのか。 
　　　警察：実施している。 
　　　委員：横断歩道が消えかかっているところが多いように思われる。 
　　　警察：警察活動を通じて確認し、また、住民の要望・情報を聞いて対応



する。 
　　　委員：交通事故が多い場所はどこか。また、多い事故形態は何か。 
　　　警察：国道34号である。事故形態としては追突が最も多い。 
　　　委員：追突事故が多いというのは、地域性が影響するか。 
　　　警察：地域性とまで言えるかはわからないが、約４割の事故が追突事故

であることは事実である。 
　　　委員：武雄地方検察庁入口交差点が危険だと感じる 
　　　警察：事故が多いことは承知しているため、交番員等による交通指導取

り締まりを実施している。また、車両の運転手の皆さんには、横断
歩道前で歩行者がいれば、必ず止まるという意識を持ってもらいた
い。 

 
５　諮問 
    署長から、「警察官募集の効果的な推進方策」について、諮問を受けた。 
 
６　その他 

 　　次回開催は令和６年10月から11月にかけて予定
 
７　閉会 
 
８　視察 

     協議会開会前に「テロ対処訓練」を視察


